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第十七条

に関し、5
日本国の当局は、日本国が裁判権を行使する第一次の権利を有する事件について、合衆国軍1

隊の構成員若しくは軍属又はそれらの家族で合衆国の軍法に服するものを犯人として逮捕したと
きは、その犯人を拘束する正当な理由及び必要があると思料する場合を除くほか、当該犯人を釈
放し、合衆国の軍当局による拘禁にゆだねるものとする。ただし、日本国の当局がその犯人を取
り調べることができることをその釈放の条件とした場合には、日本国の当局の要請があれば、日
本国の当局がその犯人をいつでも取り調べることができるようにしなければならない。合衆国の
当局は、日本国の当局の要請があれば、日本国の当局がその犯人を起訴した時にその犯人の身柄
を日本国の当局に引き渡さなければならない。

、 、2 合衆国の軍当局は 日本国が裁判権を行使する第一次の権利を有するすべての事件について
合衆国軍隊の構成員若しくは軍属又はそれらの家族の逮捕を直ちに日本国の当局に通告するもの
とする。


